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平成 １８ 年１２ ／ １
大根（狛江産野菜）

��思思いいややりりのの心心・・かかけけががええののなないい命命をを大大切切にに��

　
「
事
故
を
無
く
し
て
笑
顔
の
新

年
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

よ
う
呼
び
か
け
、
都
民
一
人
ひ
と

り
に
交
通
安
全
意
識
の
普
及
・
浸

透
を
図
る
と
と
も
に
、
都
民
自
身

に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

〔
重
点
目
標
〕
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
違
法
駐

車
対
策
の
推
進

※
歩
行
中
や
自
転
車
利
用
中
に
は
、

車
の
運
転
手
に
自
分
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
夜
間
外
出
す
る
際
は
、
明
る

く
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、　

月
は
「
飲
酒
運
転
さ

１２

せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
、

お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ

な
い
、
運
転
す
る
人
に
は
お
酒
を

出
さ
な
い
、
す
す
め
な
い
を
徹
底

し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課
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▽
「
講
演
と
映
画
の
集
い
」

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
午
後
１
時
〜

１２

４
時　

分
（
零
時　

分
開
場
）

５０

３０

〔
会
場
〕
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー

〔
定
員
〕
先
着
１
�
４
０
０
人

〔
講
演
〕
越
川
禮
子
さ
ん
「
江
戸
し

ぐ
さ
と
思
い
や
り
」

〔
映
画
〕「
博
士
の
愛
し
た
数
式
（
字

幕
入
り
）」

▽
「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
と
映
画

の
集
い
」

〔
日
時
〕　

月
５
日
�
午
後
１
時
〜

１２

４
時　

分
（
零
時　

分
開
場
）

３０

３０

〔
会
場
〕
八
王
子
市
民
会
館

〔
定
員
〕
先
着
１
�
８
０
０
人

〔
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
〕
高
橋
多

５
８
８

　

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
「
人
権
身
の
上
相
談
」

を
開
催
し
て
お
り
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
３
人
の
人
権
擁
護
委
員

（
佐
藤
安
正
さ
ん
・
松 

正
勝
さ
ん
・

野
間
自
子
さ
ん
）
が
相
談
員
と
し
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
、
親
子
や
近
隣
関
係
な
ど

で
差
別
を
受
け
る
な
ど
、
人
権
に
つ

い
て
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 﨑

　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を

夜
間
に
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月
８
日
�
午
後
５

１２

時
〜
８
時

〔
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〕
�
（
５
８

０
８
）
３
１
１
５
・
�
（
５
８

０
８
）
３
１
１
６

〔
相
談
時
間
〕　

分
程
度

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
�
東
京
都
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
�
（
３
８
７

１
）
０
２
１
２

佳
子
さ
ん「�
生
き
る
喜

び
�
を
伝
え
る
」

〔
映
画
〕「
博
士
の
愛
し

た
数
式
」（
字
幕
入
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

都
総
務
局
人
権
施
策
推

進
課
�（
５
３
８
８
）２

　
　

月
１
日
�
か
ら
歳
末
た
す
け

１２
あ
い
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
市
で
は
「
協
力
委
員
の

証
」
を
持
っ
た
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
が
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
募
金

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
で
集
ま
っ
た
募
金
は
す
べ

て
市
内
の
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
昨
年
は
４
６
０
万
１
�

１
３
５
円
の
募
金
を
頂
き
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議

会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

▲
ヘッドライト
下向き

▲
黒っぽい服装

約26m

▲
明るい服装

約38m

▲
反射材着用

57m以上

■夜間の車から歩行者が見える距離（ヘッドライト下向きで測定）

１２１２月月１日（金）１日（金）
～７日（木）　～７日（木）
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ご
協
力
の
お
願
い

ご
協
力
の
お
願
い

協力委員の証

������������ ������������ ������������ ������������� � � �
������������������������������������������������������������������������������

����������������

人
権
身
の
上
相
談

人

権

週

間

行

事

１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月４４４４４４４４４４日日日日日日日日日日１２月４日���������������������������������～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１００００００００００日日日日日日日日日日～１０日���������������������������������

��思いやりの心・かけがえのない命を大切に思いやりの心・かけがえのない命を大切に��

　１９４８年１２月１０日第３回国際連合総会において世界人権宣言
が採択され、この日を記念して毎年１２月１０日を「人権デー」、
１２月４日から１０日までを「人権週間」と定め、さまざまな啓
発活動を行っています。
〔問い合わせ〕市民協働課



広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１２ 月 １ 日　�

し
た
。

　

た
だ
し
、
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

と
し
て
、
昭
和　

年
１
月
２
日
以
前

１５

に
生
ま
れ
た
方
で
所
得
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
は
、
平
成　

年
度
は
、

１９

均
等
割
額
は
市
民
税
３
�
０
０
０
円

が
２
�
０
０
０
円
に
、
都
民
税
１
�

０
０
０
円
が
６
０
０
円
に
減
額
し
、

所
得
割
額
は
３
分
の
１
相
当
額
が
控

除
（
減
額
）
さ
れ
ま
す
。
平
成　

年
２０

度
か
ら
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

経
過
措
置
と
し
て
平
成　

年
度
は
３

１８

分
の
２
相
当
額
が
控
除
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

税
率
が
５
％
か
ら　

％
に
変
更
お
よ

１０

び
控
除
額
が
３
分
の
２
か
ら
３
分
の

１
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
が
大

幅
に
上
昇
し
ま
す
。
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都
民
住
宅
は
、
中
堅
所
得
者
向

け
の
賃
貸
住
宅
で
、
入
居
時
に
保

証
金（
使
用
料
２
カ
月
分
の
敷
金
）

が
必
要
で
収
入
・
住
宅
に
よ
っ
て

は
、
家
賃
補
助
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
基
準
が
都
営
住
宅
と
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
募
集
案
内
の
配
布
期
間
〕　

月
１２

１
日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日

１１

を
除
く
）

〔
配
布
場
所
〕
産
業
生
活
課
、
都

庁
、
区
・
市
役
所
、
町
・
村
役
場
、

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
・
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
。

　

な
お
、
２
日
�
・
３
日
�
・
９

日
�
・　

日
�
は
、
午
前
９
時　

１０

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
都
庁
第
一

本
庁
舎
１
階
（
東
京
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
）
お
よ
び
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕　

日
�
ま
で
に
、

１４

あ
き
家
の
申
し
込
み
は
郵
送
で
、

募
集
セ
ン
タ
ー
必
着
。

　

先
着
順
受
付
は
募
集
セ
ン
タ
ー

で
直
接
受
け
付
け
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま

た
は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー　

�
（
３
４
９
８
）
８

８
９
４
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
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次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
▽　

歳
以
上

６５

の
要
介
護
認
定
者
（
要
介
護
３
〜

５
）
▽
基
準
日
（
平
成　

年　

月

１８

１２

　

日
）
前
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り

３１ま
た
は
認
知
症
で
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
方
▽
障
が
い
者
に
準
ず

る
と
判
定
さ
れ
た
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課
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被
保
険
者
の
方
の
健
康
づ
く
り

の
参
考
と
し
て
、　

月
中
に
医
療

１２

費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
証
（
老

人
医
療
の
方
を
除
く
）
を
使
っ
て

９
月
中
に
診
療
を
受
け
た
方
の
、

医
療
機
関
か
ら
市
へ
請
求
の
あ
っ

た
医
療
費
の
額
で
、
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
の
保
険
診
療
対
象
外
の
も

の
は
含
み
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
の
額
は
病
院
の
窓
口
で

支
払
っ
た
金
額
で
は
な
く
、
診
療

に
要
し
た
医
療
費
の
総
額
で
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
受
診
さ
れ
た

医
療
費
の
お
知
ら
せ
で
特
に
手
続

き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
柔
道
整
復
師
（
接
骨
師
）

の
施
術
を
受
け
た
方
で
、　

月
中

１０

に
市
へ
請
求
の
あ
っ
た
医
療
費
の

額
は
、
平
成　

年
１
月
中
に
別
の

１９

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
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■調整控除額（所得税との人的控除差額の調整）

�と�のいずれか小さい額の５％
 
�　所得税との人的控除額の差の合計額
�　市民税・都民税の課税所得金額

課税所得金額が
２００万円以下

｛人的控除額の差の合計額－（課税所得
金額－２００万円）｝の５％
ただし、この額が２，５００円未満の場合は、
２，５００円とする

課税所得金額が
２００万円超

※原則として分離所得は対象外
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平
成　

年
度
分
ま
で
は
所
得
の
額

１８

に
よ
っ
て
３
段
階
に
異
な
っ
て
い
た

個
人
住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
、
一

律　

％
に
な
り
ま
す
。

１０

　

こ
れ
に
よ
っ
て
所
得
割
の
税
額
が

多
く
の
方
の
場
合
個
人
住
民
税
は
増

え
ま
す
が
、
所
得
税
が
減
る
た
め
、

基
本
的
に
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

国
税（
所
得
税
）と
地
方
税（
住
民
税
）

と
の
合
計
で
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。
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個
人
住
民
税
と
所
得
税
で
は
、
人

的
控
除
額
に
差
が
あ
り
ま
す
（
表
参

照
）。従
っ
て
同
じ
収
入
金
額
で
も
個

人
住
民
税
の
課
税
所
得
は
、
所
得
税

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

個
人
住
民
税
の
税
率
を
５
％
か
ら　
１０

％
に
引
き
上
げ
た
場
合
、
所
得
税
の

税
率
を
引
き
下
げ
た
だ
け
で
は
、
税

負
担
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
々
の
納
税
者
の
人

的
控
除
の
適
用
状
況
に
応
じ
て
、
個

人
住
民
税
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
納
税
者
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
障
害

者
控
除
、
基
礎
控
除
等
の
人
的
控
除

額
の
差
を
調
整
控
除
額
と
し
て
税
額

の
計
算
に
よ
り
差
し
引
き
ま
す
。
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景
気
回
復
対
策
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
定
率
減
税
（
平
成　

年
１８

度
は
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て

住
民
税
の
７
・
５
％
、
最
大
２
万
円
）

は
平
成　

年
度
に
完
全
に
廃
止
さ
れ

１９

ま
す
。
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老
年
者
に
対
す
る
非
課
税
措
置
は

平
成　

年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま

１７
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����������
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■独身の場合（例示）

負　担
増減額

�

税源移譲後（単位：円）

�

税源移譲前（単位：円）
給与収入

合　計個人住民税所得税合　計個人住民税所得税

０円１８万８，５００１２万６，５００６万２，０００１８万８，５００６万４，５００１２万４，０００３００万円

０円４２万１，０００２６万０，５００１６万０，５００４２万１，０００１６万３，０００２５万８，０００５００万円

０円７８万１，０００４０万４，５００３７万６，５００７８万１，０００３０万７，０００４７万４，０００７００万円

０円１５１万９，０００６５万０，５００８６万８，５００１５１万９，０００５５万３，０００９６万６，０００１，０００万円

■夫婦＋子供２人の場合（例示）

負　担
増減額

�

税源移譲後（単位：円）

�

税源移譲後（単位：円）
給与収入

合　計個人住民税所得税合　計個人住民税所得税

０円９，０００９，００００９，０００９，００００３００万円

０円１９万５，０００１３万５，５００５万９，５００１９万５，０００７万６，０００１１万９，０００５００万円

０円４５万９，０００２９万３，５００１６万５，５００４５万９，０００１９万６，０００２６万３，０００７００万円

０円１１３万５３万９，５００５９万０，５００１１３万４４万２，０００６８万８，０００１，０００万円

※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養家族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。控除額により税額が異なります。

例）給与収入５００万円　夫婦と子供２人の場合
　　▽給与所得　　　　　３４６万円…①
　
　
　
　　
　

　　▽控除額計　　　　２２７万円…②　　　　　　　▽控除額計　　　　　１９４万円…④
　　▽課税所得　　　　１１９万円…③＝①－②　　　▽課税所得　　　　　１５２万円…⑤＝①－④　

　　　　　　　　移譲前所得税　　　　③×１０％　　　　　　　＝１１万９，０００円→上表参照
　　　　　　　　移譲前個人住民税　　⑤×５％　　　　　　　＝７万６，０００円→上表参照
　　　　　　　　移譲後所得税　　　　③×５％　　　　　　　＝５万９，５００円→上表参照
　　　　　　　　移譲後個人住民税　　⑤×１０％－１万６，５００円＝１３万５，５００円→上表参照

� ���↓
（人的控除の差額）

５０万円社 会 保 険 料 控 除個
人
住
民
税
控
除

５０万円社 会 保 険 料 控 除
所
得
税
控
除

３３万円配 偶 者 控 除３８万円配 偶 者 控 除
３３万円一 般 扶 養３８万円一 般 扶 養
４５万円特 定 扶 養６３万円特 定 扶 養
３３万円基 礎 控 除３８万円基 礎 控 除
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�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１２ 月 １ 日
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皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０

盟
の
皆
さ
ん
が
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ

ブ
を
企
画
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、

市
民
団
体
な
ど
の
音
楽
発
表
会
や

コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
招
待
い
た
だ
く

機
会
も
増
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
盛
り
上
が
り
こ
そ
、

「
音
楽
の
街
」
を
創
る
力
で
す
。

立
派
な
施
設
を
建
設
し
た
り
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
市
民

が
身
近
で
音
楽
に
触
れ
た
り
、

音
楽
家
が
市
内
で
気
軽
に
演

奏
で
き
る
環
境
を
整
え
、
市
民
文

化
を
通
し
た
狛
江
の
魅
力
づ
く
り

を
、
大
い
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

明
日
２
日
夜
７
時
か
ら
、
西
河

原
公
民
館
で「
音
楽
の
街
―
狛
江
」

フ
ォ
ー
ラ
ム　

が
開
催
さ
れ

０６

ま
す
。

　

現
在
、「
音
楽
の
街
―
狛

江
」
構
想
策
定
委
員
会
で
、
年
度

内
の
答
申
を
目
指
し
熱
心
な
議
論

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
で
構
想
の
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
そ
れ
を
発
表

し
参
加
者
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
と

と
も
に
、
音
楽
や
市
民
文
化
に
関

わ
っ
て
い
る
方
が
た
と
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
市
内
在
住
音
楽

家
の
演
奏
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
音
楽
の
街
」を
呼
び
か
け
た
昨
年

以
降
、
た
く
さ
ん
の
市
民
か
ら
歓
迎

の
声
が
あ
が
り
、
今
や
「
音
楽
の
街
」

に
向
け
た
自
主
的
な
取
組
み
が
次
つ

ぎ
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　

月
に
は

１０

東
野
川
の
「
か
わ
せ
み
館
」
で
運
営

協
議
会
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
が
、
会
長
さ
ん
か
ら
は
、
こ
こ
を

地
域
の
音
楽
拠
点
に
し
た
い
と
の
心

強
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

日
の
市
民
ま
つ
り
で
は
、
市
音
楽
連

市
長
コ
ラ
ム　
１１３
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市
で
は
、
経
費
負
担
の
軽
減
や
地
元
企
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
広
報

こ
ま
え
に
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
告
掲
載
の
申
し
込
み
受
け
付
け
、
広
告
版

下
原
稿
の
作
成
等
広
告
掲
載
に
関
す
る
業
務
等
を
取

り
扱
う
代
理
店
を
募
集
し
ま
す
。

〔
応
募
要
件
〕
▽
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
電
子

調
達
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
て
い
る
こ
と
▽
広
報
に
設

け
る
広
告
枠
す
べ
て
に
掲
載
す
る
広
告
を
確
保
で
き

る
こ
と

〔
取
扱
期
間
〕
平
成　

年
４
月　

日
号
〜
平
成　

年

１９

１５

２０

４
月
１
日
号

〔
決
定
方
法
〕
競
争
入
札
に
よ
り
決
定

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月　

日
�
ま
で
に
、

１２

１５

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
情
報
課
で
配
布
）
を
情
報
課
へ
。

　

平
成　

・　

年
度
に
、
多
摩
川
衛
生
組
合
が
発
注

１９

２０

す
る
工
事
・
設
計
・
測
量
・
地
質
調
査
な
ど
の
仕
事

を
希
望
す
る
業
者
の
方
は
、「
指
名
参
加
願
い
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
受
け
付
け
は
、
新
規
・
更
新
の
業
者
の
方

す
べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
〜
２
月
２
日

１９

２２

�
午
前
９
時
〜　

時　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

１１

３０

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

〔
申
請
書
類
の
配
布
〕
多
摩
川
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
4.ocn.ne.jp/̃tam

agaw
a/

）
で
配
布
し
ま
す
。

〔
有
効
期
間
〕
平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

１９

２１

月　

日
３１

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
川
衛
生
組
合
�

０
４
２
（
３
７
７
）
３
６
０
１
へ
。
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年
金
を
受
け
る
権
利
の
有
無
の
確

認
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
誕
生
月
に

社
会
保
険
庁
社
会
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
る
現
況
届
に
よ
っ
て
行

い
ま
す
が
、　

月
生
ま
れ
の
方
か
ら

１２

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
現
況

届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続
き
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▽
社
会
保
険
庁
に
届
け
出
さ
れ
て
い

る
住
所
が
住
民
票
上
の
住
所
と
異
な

る
場
合

▽
社
会
保
険
庁
に
住
所
変
更
等
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

▽
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方
お

よ
び
外
国
に
お
住
ま
い
の
場
合

　

ま
た
、
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
生
計
維
持
の
確
認
が

必
要
な
方
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」、

障
害
の
程
度
の
確
認
が
必
要
な
方
は

「
診
断
書
」
の
提
出
も
引
き
続
き
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
票
コ
ー
ド
入
り
の
住

民
票
の
写
し
が
必
要
な
方
は
、
市
民

課
へ
「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
の
提

出
に
あ
た
っ
て
」
と
、
免
許
証
・
保

険
証
・
年
金
証
書
の
い
ず
れ
か
を
持

参
の
う
え
、
ご
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
の
方
が
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
郵
送
料

（　

円
）
が
必
要
で
す
。

８０
〔
問
い
合
わ
せ
〕
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
�
０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５
ま

０７

た
は
府
中
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４

２
（
３
６
１
）
１
０
１
１
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月　

日
�
に
狛
江
市
と
山
梨
県

１０

３０

小
菅
村
と
の
間
で
、
住
民
交
流
友
好

都
市
宣
言
の
調
印
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
「
小
菅

の
湯
」
を
村
民
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
契
約
施
設
利
用
券
の
発
券
を

停
止
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
に
は
、
保
険
証
、
免

許
証
等
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
の
う
え
、
直
接
「
小
菅
の
湯
」

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
証
等
が
手
元
に
な
い

場
合
は
、
産
業
生
活
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
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土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
（
工

場
・
事
務
所
・
店
舗
・
ア
パ
ー
ト
・

駐
車
場
等
）
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
す
る
償

却
資
産
を
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
申
告
す
る
方
は
、
申
告

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
償
却
資
産
と
は

　

工
場
や
商
店
・
ア
パ
ー
ト
等
を

経
営
し
て
い
る
方
が
所
有
す
る
事

業
用
資
産
で
、
法
人
税
ま
た
は
所

得
税
で
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る

資
産
で
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成

　

年
１
月　

日
�
ま
で
に
、
課
税

１９

３１

課
へ
。
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月
４
日
�
か
ら
保
存
樹
木
等

１２
の
総
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
訪
問
の
う
え
調
査
し

ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
新
た
に
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
保
存
樹
木
等
を
募
集
し
ま

す
。

■
保
存
樹
木
等
の
指
定

▽
１
・
５
�
の
高
さ
に
お
け
る
幹

の
周
囲
が
１
�
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
高
さ
が　

�
以
上
で
あ
る
こ
と

１０

▽
株
立
ち
し
た
樹
木
で
高
さ
が
３

�
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
は
ん
登
性
樹
木
で
枝
葉
の
面
積

が　

�
以
上
で
あ
る
こ
と

２０
▽
生
け
垣
を
な
す
樹
木
の
集
団
で
、

そ
の
長
さ
が　

�
以
上
で
あ
る
こ

１５

と〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




■償却資産の例示

課　　税　　客　　体資産の種類

門､塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、外装、
庭園、そのほか土地に定着する土木設備等

構築物

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポ
ンプ、科学機械、コンベアー、医療機械、
そのほか物品の製造・加工等に使用する機
械および装置等

機械および
装置

ボート、釣り船、貨物船等船舶
飛行機、ヘリコプター、グライダー等航空機

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大
型特殊自動車、ロードローラー、ブルドー
ザー、パワーショベル、タイヤローラー等
（ただし、自動車税・軽自動車税が課税さ
れるものは除く）

車両および
運搬具

机、椅子、計算機、測定工具、検定工具、
応接セット、陳列ケース、ロッカー、医療
用機器、理容・美容機器、金庫、タイプラ
イター、自動販売機、冷蔵庫、テレビ、クー
ラー、そのほか各種工具および備品等

工具・器具
および備品

※アパートや駐車場等を経営されている場合､土地・家屋
以外の資産（エアコン､外溝、塀、アスファルト舗装、砂
利敷､フェンス等）は、償却資産に該当します。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

五右衛門風呂

■「小菅の湯」村民料金

３００円中学生以上

１５０円小学生

４５０円中学生以上　タオル付

５００円中学生以上　フルセット

３００円小学生　フルセット

▽タオル付…フェイスタオル、バスタオル
▽フルセット…フェイスタオル、バスタオル、
　館内衣上下
※小学校就学前の子どもは無料
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■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１２

１３

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

２１

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
整
形

外
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

 
■
平
成　

年
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬

１８

剤
師
・
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯

科
技
工
士
の
届
け
出

　

医
師
法
等
の
規
定
に
よ
り　

月　
１２

３１

日
現
在
の
状
況
を
平
成　

年
１
月　

１９

１５

日
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

出
用
紙
は
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
・
歯
科
医
師
・

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看

護
師
・
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技

工
士
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
福
祉
保

健
局
医
療
人
材
課
�
（
５
３
２
０
）

４
４
３
４
、
�
（
５
３
８
８
）
１
４

３
６
、
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
東
京

都
福
祉
保
健
局
薬
務
課
�
（
５
３
２

０
）
４
５
０
３
、
�
（
５
３
８
８
）

１
４
３
４

 
■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕　

月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

２０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
８
月

生
ま
れ
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
※
対
象

者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
講
演
会
「
口
の
健
康
と
体
の
健
康

と
の
関
わ
り
あ
い
」

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
午
後
２
時
か

１２

ら
（
１
時　

分
開
場
）〔
会
場
〕
中
央

３０

公
民
館
〔
対
象
〕
高
齢
者
〔
講
師
〕

川
良
美
佐
雄
さ
ん
（
日
本
大
学
松
戸

歯
学
部
口
腔
機
能
学
教
授
）
※
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

■
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
〜
寒
さ
に
負

け
な
い
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
〜

　

多
摩
川
べ
り
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
も
、

ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
午
前
９
時
、

１２

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
集
合
（
雨
天

中
止
）〔
コ
ー
ス
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
↓
五
本
松
↓
静
嘉
堂
庭
園
↓
解

散〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
日

�
ま
で
に
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
パ
パ
マ
マ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加

入
者
の
た
め
の
健
康
相
談

〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１２

１４

２８

前
９
時　

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕

３０

１１

３０

市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
な
ど
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１２

１５

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
３
日
・　

日
・　

日
・

１０

１７

　

日
・　

日
・　

日
・　

日
・　

日

２３

２４

２９

３０

３１

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

用
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
窓
口

（
全
国
の
銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
や
口
座
振
替
以

外
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

で
も
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
金
融
機
関
と
モ
バ
イ
ル

バ
ン
キ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
契
約
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、

お
手
元
に
納
付
書
を
準
備
い
た
だ
く

だ
け
で
、
金
融
機
関
等
に
行
か
ず
に

保
険
料
が
納
付
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 
�
第
６
回
「
音
楽
の
街
‐
狛
江
」
構

想
策
定
委
員
会

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
午
後
７
時
か
ら

１２

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
か
ら

１２

２０

１０

〔
会
場
〕３
階
市
議
会
第
２
委
員
会
室

〔
定
員
〕
７
人
（
多
数
抽
選
）

〔
案
件
〕東
京
都
市
計
画
変
更
等（
外

か
ん
道
に
関
す
る
意
見
の
諮
問
）

※
傍
聴
者
と
し
て
決
定
し
た
方
に
は
、

決
定
通
知
を
送
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
日

�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が

き
で「
都
市
計
画
審
議
会
傍
聴
希
望
」

と
明
記
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
計
画
課
へ
。

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

で
も
国
民
年
金
保
険
料
が
納

め
ら
れ
ま
す

 
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
〜

１２

２４

午
後
１
時

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

収
納
課
・
保
険
年
金
課
・
社
会
福
祉

課
・
高
齢
福
祉
課
・
児
童
福
祉
課

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

 　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加
入

２０

６０

す
る
制
度
で
す
。

　
　

歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
の

２０
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
（
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
を
除
く
）。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
し
て
い
な
い
と
、
将
来
受
給
す

る
年
金
額
が
減
額
に
な
る
と
と
も
に
、

万
が
一
の
た
め
の
遺
族
、
障
害
基
礎

年
金
な
ど
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
制
度
や
学

生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
な

ど
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 　

年
内
収
集
の
最
終
受
け
付
け
は　
１２

月　

日
�
ま
で
で
す
。

１８

　
　

日
�
以
降
に
受
け
付
け
た
分
の

１９
収
集
は
、
平
成　

年
１
月
４
日
�
以

１９

降
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

今
月
の
日
曜
窓
口

　

歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年

２０金
の
加
入
手
続
き
を

年
内
の
粗
大
ご
み
の
申
し
込

み
は
お
早
め
に

 　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
休
日
相

談
日
（
各
月
の
第
２
土
曜
日
）
と
夜

間
延
長
相
談
時
間
（
毎
週
月
曜
日
）

に
予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
予
約
は
、
相
談
実
施
日

の
１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
専
用
電
話
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
の
窓
口
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
）。

３０

１５

　

な
お
、
府
中
社
会
保
険
事
務
所
は

平
日
も
午
後
３
時
以
降
に
予
約
制
の

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
４
１

 　

本
人
の
年
金
の
請
求
に
関
す
る
手

続
き
や
年
金
記
録
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
本
人
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

に
限
り
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
本
人

が
署
名
押
印
し
た
依
頼
状
を
お
持
ち

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
家
族
や
友
人

の
方
で
も
年
金
の
請
求
の
手
続
き
や

年
金
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
依
頼
状
に
必
要
な
内
容

▽
本
人
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
基
礎
年
金
番
号
、
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
ま
た
は
本
人
の
年
金
証
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番
号

と
年
金
コ
ー
ド

▽
本
人
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

依
頼
の
内
容

▽
依
頼
を
受
け
る
方
の
住
所
、
氏
名
、

本
人
と
の
関
係

　

ま
た
、
依
頼
を
受
け
る
方
の
身
分

を
証
明
す
る
運
転
免
許
証
な
ど
も
ご

年
金
相
談
の
予
約
受
け
付
け

本
人
以
外
の
方
が
年
金
相
談

等
を
さ
れ
る
際
の
お
願
い
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■市民のご意見・市の考え方（主に計画（素案）に対するもので、重複する意見はとりまとめました。）

市 の 考 え 方市 民 の ご 意 見

国民保護について、まず外交や国際世論の醸成によって、戦争や侵略行為、テロ活動など
を回避する努力は、大前提であると考えます。
また、狛江市国民保護計画は、万が一、武力攻撃事態などが発生した場合において、国民
の生命、身体、財産を保護するという視点から、市における措置について示したものです。
これらの考えならびに「狛江市平和都市宣言」の精神を、計画の前文（下記のとおり）と
して盛り込みます。
→計画素案を修正し、計画案に反映

国民保護計画で想定されている有事は、外交などの手腕で避け
られるはずである。

「狛江市平和都市宣言」を前面に出して、武力攻撃やテロの対
象とされるいわれはないことをアピールし続け、このことを計
画案の前文に書き込んで欲しい。

「平和都市」を目指しているはずの市の理念が見えない。全国
の自治体と連携して中央政府に“反戦・平和外交”への政策転
換を求め続けていくことが求められている。

狛江らしさのある、あるいは狛江の実態にあった「国民保護計画」策定に努力していると
ころです。具体的には、武力攻撃事態のうち「着上陸侵攻」の可能性を排除し、弾道ミサ
イル攻撃の直接攻撃目標となる地域でないことも明示しています。
引き続き、市にとってふさわしい計画となるよう、市民世論やアジア近隣諸国の動向の変
化や国の外交努力、Ｊ�ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）整備など新たな技術開発等の状
況を踏まえ、今後、必要な改訂を重ねていきます。

充分な市民参加を保障して市民議論を深め、「平和都市宣言」を
した自治体、「市民本位の市政」を標榜する市長が行政トップを
務める市、市民参加・協働基本条例やまちづくり条例を持つ、
市民と行政の協働を目指す自治体にふさわしい国民保護計画を
作成すべきである。

災害対策基本法で対処できないところがあり、狛江市国民保護計画を策定するもので、自
然災害の対応については、狛江市地域防災計画を策定しています。

震災や台風などの自然災害などを主眼に置いた計画とすべきで
ある。

「無防備地域」については、多面的な角度から検討を要する課題だと思います。今後、熟
考する時間をいただきたいと思います。

市を国際法上の「無防備地域」とする可能性について追求すべ
きではないか。

予防的な措置について、犯罪が起こる前の刑法上の措置の強化は、人権にとって危険な事
態も想定されますので、考えていないところです。

“サリン事件”的なものは、現行法を補強すればよいのではな
いか。

事柄の性質上、極めて緊急を要する場合が想定されますので、あらかじめ議会招集や市民
への周知等一定の手続きに時間をかけることは現実的ではないと考えます。

緊急事態連絡室の設置から対策本部の設置まで、設置の決定に
あたり、議会・市民が何らかの形で関わるべきではないか。

武力攻撃事態など発生時には、必要な情報を適時適切に提供することとなっており、避難
指示が解除されたときは、必要な措置を講じるとともに、議会を通じ、当該事態に係る報
告を行うことを想定しています。

対策本部設置後の業務について、経過・事後報告を議会、市民
に行う説明責任がある旨、明記すべきである。

国民保護法では、市長は通信途絶などにより都知事に派遣要請の求めができない場合に、
防衛庁長官へ連絡できます。災害対策基本法では、同様の場合に、災害状況を防衛庁長官
などに通知でき、都知事からの要請を待たないで部隊などが派遣されることがあります。

「自衛隊の出動要請」を緊急な場合は都知事を通じてではなく、
直接市長ができるようにすべきである。

医療機関などに使用される赤十字標章は、攻撃対象とならないこととされていますが、特
殊標章は、ジュネーヴ諸条約および第一追加議定書の規定に従って、住民と同様に保護さ
れます。

「特殊標章」の配布は、助ける者と犠牲にしてよい者の選別に
ならないか。

事案発生時には、避難を優先することとし、ヨード剤などの備蓄については、今後、国の
整備動向を踏まえ、効果、必要量、保管方法などについて総合的に検討します。

放射性元素ヨウ素を吸収するのを防ぐヨード剤を保管しておく
べきではないか。

「弾道ミサイル攻撃（核弾頭）」などの項は、被害の最小化を目的としています。
表現の修正については、現実的な表現とするため、「爆心地周辺から直ちに離れ」を削除
し、「熱線・熱風」を「熱線・熱風及び爆風・放射線」、「風下をさけ極力風向きと垂直方
向」を「爆心地方向及び風下でない方向」、「風上にある地下施設」を「爆心地方向及び風
下でない方向にある地下施設」と修正します。　　→計画素案を修正し、計画案に反映

想定される避難の形態と市による誘導の「弾道ミサイル攻撃（核
弾頭）」および大規模テロ等の類型に応じた対処の「大量殺傷物
質による攻撃（ダーティボム）」の項は、全面的に削除するか、
書き直すべきである。
また、前項の「爆心地周辺から直ちに離れ」、「熱線・熱風」お
よび「風下を避け極力風向きと垂直方向」ならびに後項の「風
上にある地下施設」とある表現を修正すべきである。

道路交通法第１１４条の５に、公安委員会は防衛出動が発せられた場合において、自衛隊また
は米軍以外の車両の通行禁止または制限することができることとされているためで、表現
を「自衛隊等」と修正します。　　→計画素案を修正し、計画案に反映

避難実施要領の策定に「自衛隊及び米軍」という記述があり、
削除すべきである。

国民保護法第４０条第４項に国民保護協議会委員の要件が規定されていることから、公募委
員を募っていません。
また、市の市民参加と市民協働の推進に関する基本条例の主旨を踏まえ、パブリックコメ
ントなどを実施し、市民参加・情報公開・説明責任に努めています。

市民参加・情報公開・説明責任の３点を重視し、狛江市国民保
護協議会・幹事会に市民公募委員を選定すべきである。

都、国が主催する訓練で、自衛隊が参加し、市職員も参加することは想定されますが、現
段階では市として自衛隊との合同訓練を行う考えはありません。

自衛隊との合同訓練は、行われるのか。

訓練の具体的内容については、今後の検討となりますが、児童・生徒の参加は現段階では
考えていません。

小・中学生にまで、訓練に参加させるのか。

個々の思想・信条によって、「非国民」扱いされることがあってはならず、その際には市と
して、その思想・信条を守ります。

国民保護措置に非協力的である場合、「非国民」扱いされるよう
な雰囲気があることは許されない。

　昭和５７年、狛江市議会では「われわれ狛江市民は『日本国憲法』
の前文と世界の恒久平和を達成するという精神および第９条に記さ
れた『戦争の放棄、交戦権の否認』を、狛江市および狛江市民の行
動原理として高く掲げたい」と、平和都市宣言を行った。
　以来、狛江市ではその精神にのっとり、平和で自由な社会をめざ
し、市民生活の安全を図ってきた。もとよりその実現のためには、
国が、アジアをはじめ世界各国との友好に努め、平和の維持に向け
た一層の外交努力を推進することが不可欠であり、そうした行動を
強く要請するものである。そして狛江市においても平和宣言都市と

して、平和のメッセージを発信し、たゆみない平和への働きかけを
継続的に進めていく決意を表明する。
　本計画は、こうした外交や平和への努力が実らず、不幸にして武
力攻撃や緊急対処事態等が発生したとき、狛江市民の生命、身体お
よび財産を最大限守っていくため、国や東京都及び関係諸機関と連
携し、市民保護のための措置を的確かつ迅速に実施することを目的
として策定する。その具体化にあたっては、市民の思想・信条の自
由など人権の擁護に充分留意し、また狛江市の実態にあった実効あ
る計画とするよう、最善の努力を払うものである。

狛江市国民保護計画案前文

〔意見提出期間〕９月１５日�～１０月１６日�
〔対象者〕市内在住・在学・在勤者、または市内に事業所
などを持つ法人など
〔提出方法〕総務防災課宛に定められた方法で提出
〔意見提出者〕６人

※「市民のご意見・市の考え方」の全文および「狛江市国
民保護計画案」については総務防災課で閲覧を行っている
ほか、市ホームページでもご覧になれます。
〔問い合わせ〕総務防災課
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▽
冬
鳥
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〜
こ

と
し
も
北
国
か
ら
い
ろ
ん
な
種
類
の

冬
鳥
が
や
っ
て
き
ま
し
た
〜　
〔
日

時
〕　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
、
二

１０

１０

ケ
領
宿
河
原
堰
集
合
（
雨
天
中
止
）

〔
講
師
〕
鶴
岡
久
美
子
さ
ん
ほ
か
狛

江
探
鳥
会
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
・

あ
れ
ば
双
眼
鏡
・
野
鳥
図
鑑
※
寒
く

な
い
服
装
で
。

▽
一
年
間
あ
り
が
と
う
親
子
そ
う
じ

〜
た
ま
っ
た
粗
大
ご
み
を
出
し
た
あ

と
で
、
一
品
も
ち
よ
り
の
会
食
会
を

開
き
ま
す
〜　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前

２４

　

時
〜
正
午
、
ク
ル
ミ
村
集
合
（
雨

１０天
中
止
）〔
講
師
〕
鈴
木
ス
ズ
子
さ
ん

〔
持
ち
物
〕
飲
食
の
一
品
※
寒
く
な

い
服
装
で
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

■
野
川
「
生
き
も
の
観
察
会
」

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
午

１９

２１

前　

時
か
ら
午
後
２
時
ご
ろ
ま
で

１０
（
小
雨
決
行
）、
野
川
公
園
「
自
然
観

察
セ
ン
タ
ー
」
前
集
合
〔
定
員
〕
先

着　

人
（
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保

３０
護
者
同
伴
）〔
内
容
〕
野
川
公
園
の
湧

水
を
活
用
し
て
作
っ
た
小
川
の
生
き

も
の
の
観
察
と
補
修
作
業
ほ
か
〔
参

加
費
〕
大
人
１
０
０
円
（
保
険
代
な

ど
）、
中
学
生
以
下
無
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
か
ら　

日
�
（
午
前
９
時
〜

１８

２５

午
後
５
時
）
ま
で
に
、
野
川
流
域
連

絡
会
事
務
局
�
０
４
２
（
３
３
０
）

１
８
４
５
へ
。

 
■
お
正
月
に
飾
る
い
け
ば
な
講
習
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

２７

３０

分
〜
４
時　

分
〔
定
員
〕
先
着　

人

３０

２０

〔
持
ち
物
〕
花
ば
さ
み
・
あ
れ
ば
花

器
（
投
入
・
盛
花
ど
ち
ら
で
も
）・
剣

山
※
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
〔
参
加
費
〕

１
�
５
０
０
円
（
花
材
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
か
ら　

日
�
ま
で
に
、
上
和
泉
地

２２

域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１

０
１
へ
。

■
市
民
法
律
講
座
「
高
齢
者
介
護
・

成
年
後
見
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と
ミ

ニ
相
談
会
〜
法
律
を
身
近
か
に
学
び

ま
し
ょ
う
〜

〔
日
時
〕　

月　

日
�
▽
講
座　

午

１２

１６

後
１
時　

分
〜
３
時
▽
ミ
ニ
相
談
会

３０

　

３
時
〜
４
時
（
相
談
は
時
間
に
な

り
次
第
終
了
）〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
定
員
〕　

人
程
度
（
当
日
受
付
可
）

５０

〔
講
師
〕
堀
川
末
子
さ
ん
（
弁
護
士
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

■
古
布
再
生
〜
着
物
か
ら
ス
カ
ー
ト

作
り
と
草
履
作
り
〜

〔
日
時
〕
▽
ス
カ
ー
ト
作
り　
　

月
１２

　

日
�
・　

日
�
▽
草
履
作
り　
　

１８

１９

１５

日
�
各
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（
随
時
見
学
可
）〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ

ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
定

員
〕
各
日　

人
〔
持
ち
物
〕
▽
ス
カ

１０

ー
ト
作
り　

古
着
物
・
羽
織
（
洗
っ

て
ほ
ど
い
た
も
の
）・
フ
ァ
ス
ナ
ー

（　

�
程
度
）
▽
草
履
作
り　

綿
シ

２０
ャ
ツ
２
枚
分
を
４
�
幅
に
裂
い
た
も

の
▽
各
コ
ー
ス
共
通　

縫
い
糸
・
裁

縫
道
具
・
裁
ち
ば
さ
み
・
物
差
し
・

筆
記
用
具
※
新
品
の
布
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
〔
参
加
費
〕
▽
ス
カ
ー
ト
作

り　

５
０
０
円
▽
草
履
作
り　

１
０

０
円
（
材
料
費
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

〔
日
程
〕
左
表
の
と
お
り
〔
時
間
〕

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４

時
〔
対
象
〕
市
民
〔
定
員
〕
�　

人
・

１６

�　

人（
多
数
抽
選
）〔
参
加
費
〕
４
�

１０
０
０
０
円
（
１
カ
月
分
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

７
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

き（
１
コ
ー
ス
１
枚
）に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の
月
と
コ

ー
ス
を
記
入
の
う
え
、
〒
２
０
１
�

０
０
１
５
猪
方
４
�　

�
１
シ
ル
バ

１３

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）

６
７
３
５
へ
。

■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
訪
問
診
療　
〔
日
程
〕　

月
８
日
�

１２

〔
講
師
〕
奥
富
隆
生
さ
ん
（
ま
り
あ

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▽
訪
問
入
浴　
〔
日
程
〕　

月　

日
�

１２

１２

〔
講
師
〕
山
田
健
介
さ
ん
（
こ
ま
え

正
吉
苑
）

▽
訪
問
看
護　
〔
日
程
〕　

月　

日
�

１２

２２

〔
講
師
〕
毛
尾
ゆ
か
り
さ
ん
（
こ
ま

え
正
吉
苑
）

▽
健
康
づ
く
り
教
室　
〔
日
程
・
会

場
〕　

月
１
日
�
野
川
地
域
セ
ン
タ

１２

ー
・　

日
�
こ
ま
え
正
吉
苑
・　

日

１５

１８

�
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
〔
内
容
〕

体
操
と
講
話
〔
時
間
〕
各
日
午
後
１

時　

分
〜
３
時
〔
定
員
〕
各
日
先
着

３０

　

人
２０〔

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
正
吉
苑

�
（
５
４
３
８
）
２
５
２
２
へ
。

■
府
中
市
受
発
注
・
情
報
交
換
会

　

製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
間
の

受
発
注
の
場
と
し
て
、
ま
た
新
し
い

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る

た
め
、
受
発
注
・
情
報
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月　

日
�
午

１９

２２

後
１
時
〜
７
時
〔
会
場
〕
府
中
の
森

芸
術
劇
場
〔
対
象
〕
受
発
注
・
情
報

交
換
会
の
目
的
に
適
合
し
た
全
国
の

製
造
業
等
の
企
業
〔
定
員
〕
１
０
０

社
〔
内
容
〕
▽
第
１
部　

基
調
講
演

▽
第
２
部　

自
社
Ｐ
Ｒ
、
受
発
注
・

情
報
交
換
▽
第
３
部　

交
流
会
〔
費

用
〕
参
加
費
１
�
０
０
０
円
、
交
流

会
費
１
人
３
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成

　

年
２
月
２
日
�
ま
で
に
府
中
市
工

１９業
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
�
０
４
２

（
３
３
５
）
４
４
７
４
へ
。

 
■　

月
の
古
民
家
園

１２
▽
落
ち
葉
の
プ
ー
ル
開
き　
〔
日
時
〕

３
日
�
午
前　

時
か
ら
〔
対
象
〕
子

１０

ど
も
〔
内
容
〕
民
家
園
の
庭
に
、
今

年
も
「
む
い
か
ら
落
ち
葉
プ
ー
ル
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▽
民
家
園
の
す
す
払
い　
〔
日
時
〕　１６

日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
零
時　

３０

３０

分
（
雨
天
中
止
）〔
対
象
〕
中
学
生
以

上
〔
内
容
〕
畳
を
上
げ
、
天
井
や
梁

を
竹
で
す
す
払
い
を
す
る
な
ど
、
主

屋
の
大
掃
除
を
し
ま
す
。
当
日
午
前

中
は
、
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
た
め
、
主

屋
の
見
学
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
〔
持

ち
物
〕
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
帽
子
※

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
。

▽
民
家
園
の
親
子
障
子
の
張
り
替
え

講
習
会　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前
９
時

１７

　

分
〜
午
後
零
時　

分
〔
対
象
〕
小

３０

３０

学
校
４
年
生
以
上
〔
定
員
〕　

人
２０

〔
内
容
〕
民
家
園
の
障
子
の
張
り
替

え
を
行
い
ま
す
。
用
具
は
民
家
園
で

用
意
し
ま
す
〔
指
導
〕
大
久
保
大
助

さ
ん
ほ
か

▽
お
正
月
を
活
け
よ
う
「
正
月
花
の

講
習
会
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
１

２６

時
〜
４
時
。
こ
の
間
の
都
合
の
良
い

時
間
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
指
導

時
間
は　

分
ぐ
ら
い
で
す
〔
対
象
〕

３０

成
人
〔
定
員
〕　

人
〔
指
導
〕
狛
江

１５

市
華
道
連
盟
〔
持
ち
物
〕
ぞ
う
き
ん
、

花
を
包
む
も
の
〔
参
加
費
〕
１
�
５

０
０
円
（
花
代
）〔
申
込
締
切
〕　

日
１９

�
ま
で

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）
へ
。

■
親
子
で
楽
し
む
音
楽
会
〜
第　

回
１５

狛
江
す
く
す
く
コ
ン
サ
ー
ト
〜

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１６

３０

分
〜
４
時
（
１
時
開
場
）〔
会
場
〕
エ

コ
ル
マ
ホ
ー
ル
〔
出
演
〕
第
三
小
学

校
５
年
生
、
緑
野
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
、
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
第

二
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
狛
江
高
校
吹

奏
楽
部

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

■
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
３
時
か

１２

１３

ら
〔
内
容
〕
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
ス
ー

プ
に
よ
る
楽
し
い
人
形
劇
「
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
ペ
ル
シ
ャ
の
市
場
」「
ボ
ー

ド
ビ
ル
」
ほ
か
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
南
部
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」　

月
行
事

１２

▽
第
５
回
多
摩
川
子
ど
も
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
〜
狛
江
を
は
じ
め
、
流
域
の
水

辺
の
楽
校
か
ら
多
く
の
児
童
が
参
加

発
表
し
ま
す
〜　
〔
日
時
〕９
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
零
時　

分
（
８
時　

３０

３０

分
開
場
）〔
会
場
〕
第
六
小
学
校
〔
テ

ー
マ
〕
多
摩
川
の
こ
こ
が
大
好
き
！

������������	�


■パソコン教室日程

木曜日午前�水曜日午前�火曜日午後�火曜日午前�火曜日午前�月曜日午後�月曜日午前�月曜日午前�
ワード２
文書作成
４日・１１日
１８日・２５日

メール・ＩＴ
基本

１０日・１７日
２４日・３１日

入門から
初級

９日・１６日
２３日・３０日

デジカメ
画像基本
９日・１６日
２３日・３０日

エクセル１
基本

９日・１６日
２３日・３０日

ワード１
文章入力
８日・１５日
２２日・２９日

メール・ＩＴ
楽しい応用
８日・１５日
２２日・２９日

ワード３
画像と表
８日・１５日
２２日・２９日

１
月

ワード２
文書作成
１日・８日
１５日・２２日

メール・ＩＴ
基本

７日・１４日
２１日・２８日

入門から
初級

６日・１３日
２０日・２７日

画像処理
応用

６日・１３日
２０日・２７日

エクセル１
基本

６日・１３日
２０日・２７日

ワード１
文章入力
５日・１２日
１９日・２６日

ホーム
ページ作成
５日・１２日
１９日・２６日

ワード３
画像と表
５日・１２日
１９日・２６日

２
月

ワード２
文書作成
８日・１５日
２２日・２９日

エクセル２
応用

７日・１４日
２１日・２８日

入門から
初級

６日・１３日
２０日・２７日

デジカメ
画像基本
６日・１３日
２０日・２７日

エクセル１
基本

６日・１３日
２０日・２７日

ワード１
文章入力
５日・１２日
１９日・２６日

メール・ＩＴ
楽しい応用
５日・１２日
１９日・２６日

ワード３
画像と表
５日・１２日
１９日・２６日

３
月

※応用はレベルアップ受講に好適コース。ワード１、２、３は少しずつレベルが上がります。１月８日・２月１２日・３月
２１日は祝日の開催。１月１８日・２５日、２月２２日、３月２２日は午後の開催になります。



�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１２ 月 １ 日

初
心
者
の
方
で
も
楽
し
め
る
ポ
ー
ル

セ
ッ
ト
に
よ
る
回
転
競
技
大
会
〔
参

加
費
〕
大
人
４
万
４
�
０
０
０
円
、

小
学
生
以
下
３
万
７
�０
０
０
円（
い

ず
れ
も
期
間
中
の
リ
フ
ト
券
付
き
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
ス
キ

ー
協
会
・
古
谷
�
０
９
０
（
２
３
３

４
）
０
２
７
９
（
午
後
８
時
〜　

時
）

１０

�
０
４
４
（
９
３
４
）
９
１
６
１

（
午
前
９
時
〜
午
後　

時
）
へ
。

１０

  
■
子
ど
も
お
は
な
し
会　
　

月
６
日

１２

�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

１３

３０

分
か
ら
（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　
　
１２

月　

日
�
〔
０
〜
１
歳
の
子
ど
も
と

１４
保
護
者
〕
午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１０

４５

分〔
２
〜
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

■
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
お
は
な
し
会

　

月　

日
�
午
後

１２

２０

３
時　

分
か
ら
中

３０

央
公
民
館
（
４
歳

以
上
の
子
ど
も
）

〔
演
目
〕
大
型
絵

本
「
で
ん
し
ゃ
に

�
中
央
図
書
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

 
■
臨
時
職
員
（
保
健
師
）

〔
職
種
〕
乳
幼
児
健
診
等
に
関
す
る

業
務
〔
年
齢
〕　

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

５５

方
〔
勤
務
場
所
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
事
務
補
助
職

員〔
職
種
〕
事
務
補
助
（
図
書
事
務
）

〔
資
格
〕
満　

歳
以
下
の
市
内
在
住

５０

成
人
で
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方
〔
勤

務
日
〕
月
〜
日
曜
日
正
午
〜
午
後
５

時
（
祝
・
休
日
を
含
む
）
の
う
ち
、

月　

日
程
度
※
書
類
選
考
の
う
え
、

１０
後
日
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

８
日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
に
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
を
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０
へ
。

■
非
常
勤
職
員

▼
子
ど
も
発
達
教
室「
ぱ
る
」　

〔
職

種
・
勤
務
日
時
〕
▽
作
業
療
法
士
お

よ
び
理
学
療
法
士　

各
１
人
、
月
２

〜
４
回
・
午
後
１
時
〜
５
時
ほ
か
▽

保
育
士　

２
人
、
月
・
木
・
金
ま
た

は
月
・
水
・
金
の
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
１
時　

分
ほ
か

３０

▼
重
度
知
的
障
害
者
通
所
訓
練
室

「
麦
の
穂
」　

〔
職
種
・
勤
務
日
時
〕

看
護
師
１
人
、
週
２
日
・
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
５
時

１５※
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
看

護
師
は
決
ま
り
次
第
、
保
育
士
は
平

成　

年
４
月
か
ら
勤
務
（
応
相
談
）。

１９

随
時
、
面
接
選
考
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

■
都
立
神
代
高
校
定
時
制
成
人
受
験

説
明
会

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
５
時
か

１２

１３

ら
〔
対
象
〕
▽　

歳
以
上
で
中
学
校

２０

を
卒
業
し
た
成
人
▽
普
通
科
以
外
の

高
校
学
科
を
卒
業
し
た
成
人〔
内
容
〕

▽
平
成　

年
度
入
試
（
面
接
・
作
文
）

１９

の
概
要
▽
提
出
書
類
の
書
き
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
立
神
代
高
校
�

（
３
３
０
０
）
８
２
６
１

 
■
市
民
総
合
体
育
館
の
休
館

　
　

月
５
日
�
は
、
午
後
４
時
ま
で

１２
修
繕
に
よ
る
停
電
の
た
め
全
館
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

■
第　

回
狛
江
市
少
年
少
女
サ
ッ
カ

２９

ー
大
会

〔
日
程
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
・

１９

２１

２
月
４
日
�
・　

日
�
・　

日
�
・

１１

１２

　

日
�
・　

日
�
・
３
月
４
日
�
・

１８

２５

３
月　

日
�
〔
会
場
〕
市
民
グ
ラ
ン

１１

ド
〔
対
象
〕
市
内
在
ク
ラ
ブ
の
小
学

３
年
〜
６
年
生
で
３
・
４
年
生
の
部

と
５
・
６
年
生
の
部
※
い
ず
れ
も
男

女
混
合
な
ど
自
由
〔
チ
ー
ム
構
成
〕

３
・
４
年
生
の
部
８
人
制
、
５
・
６
年

生
の
部　

人
制
〔
抽
選
会
お
よ
び
開

１１

会
式
〕
１
月　

日
�
正
午
か
ら
市
民

２１

グ
ラ
ン
ド
。
監
督
・
メ
ン
バ
ー
全
員

が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
等
の

場
合
は
、
市
民
総
合
体
育
館
で
実
施
。

そ
の
場
合
、
会
場
の
都
合
で
出
席
は

監
督
と
主
将（
代
理
可
）に
限
り
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
１
人
２
５
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
ま
で
に
体
育
課
�
（
３
４
３

１５０
）
１
１
４
１
へ
。

■
第
８
回
狛
江
市
少
年
少
女
綱
引
き

大
会

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
午

１９

２８

前　

時
か
ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体

１０
育
館
〔
対
象
〕
▽
小
学
生
１
部　

３

〜
６
年
生
（
男
女
混
成
不
問
）
▽
小

学
生
２
部　

３
・
４
年
生
（
男
女
混

成
不
問
）
各
部
３
チ
ー
ム
以
上
の
申

し
込
み
が
な
い
と
不
成
立
〔
チ
ー
ム

編
成
〕
１
チ
ー
ム
９
〜　

人
（
選
手

１２

８
人
、
交
代
選
手
２
人
以
内
、
監
督

１
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
）
※
参

加
申
込
書
は
、
社
会
教
育
課
・
市
民

総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
小
学
校
児
童
に
は
学
校
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
ま
で
に
体
育
課
�
（
３
４
３

２００
）
１
１
４
１
へ
。

■
第　

回
市
民
ス
キ
ー
大
会

４２

〔
日
程
〕
平
成　

年
１
月
５
日
�
〜

１９

８
日
�
〔
会
場
〕
長
野
県
木
島
平
ス

キ
ー
場
〔
宿
泊
〕
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ

ス
ベ
ル
ク
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕

４０

以　下　は　広　告　枠　で　す

〔日時〕１２月９日�午

前１０時・午後２時の

２回上映（上映時間

９５分）

〔会場〕西河原公民館

〔入場〕無料

〔問い合わせ〕西河原

公民館�（３４８０）３２０１

■
西
河
原
映
画
会
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
物
語
・
マ
ル
セ
ル
の
お
城
」

（
フ
ラ
ン
ス
映
画
・
日
本
語
版
）

〜
初
恋
の
丘
。
マ
マ
の
お
城
。
愛
の
魔
法
で
夏
の
扉
が
い
ま
開
く
�
〜

の
っ
て
」
ほ
か
※
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
時
間
〕
午
後
３
時　

分
か
ら
▽　

４５

１２

月
７
日
�
〔
絵
本
〕
ケ
ー
キ
が
で
き

た
わ
け
〔
紙
芝
居
〕
わ
す
れ
ん
ぼ
う

の
サ
ン
タ
さ
ん
〔
折
り
紙
〕
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
▽　

日
�
〔
ク
リ
ス
マ

１４

ス
特
別
お
は
な
し
会
〕
お
お
が
た
絵

本
と
紙
芝
居
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。

※　

日
�
と　

日
�
の
お
は
な
し
会

２１

２８

は
お
休
み
で
す
。
１
月
は　

日
�
か

１１

ら
で
す
。

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
▽
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽　

月
４
日
�
〔
絵
本
〕
ば

１２

け
も
の
寺
・
く
つ
や
の
マ
ル
チ
ン
・

ふ
ゆ
の
お
る
す
ば
ん
▽　

日
�
〔
絵

１１

本
〕
う
ま
か
た
と
こ
だ
ぬ
き
・
サ
ン

タ
さ
ん
へ
の
お
て
が
み〔
お
は
な
し
〕

し
ず
か
な
お
は
な
し

 
�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
第　

回
西
河
原
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

１０

サ
ー
ト　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後

１２

１６

２
時
開
演（
１
時　

分
開
場
）〔
出
演
〕

３０

コ
コ
ラ
ー
レ
（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）、
狛

江
ハ
ン
ド
ベ
ル
サ
ー
ク
ル
、
狛
江
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
狛
江

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
※
窓

口
で
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

好評発売中

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後
５時まで（電話予約でも取り扱っています）。チケットぴあ、ミュー
ジックショップ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場でもチケ
ットを取り扱っています。

■ソノス・ハンドベル・アンサンブルクリスマス・コンサート
〔日時〕１２月２３日�午後５時開演
〔チケット〕全席指定　３，５００円　
■ウィーン・リング・アンサンブルニューイヤー・コンサート
〔日時〕１月１３日�午後５時開演
〔チケット〕全席指定　５，０００円
〔曲目〕ウィーン・フィルのトップ・プレイヤーによるウイ
ンナ・ワルツの夕べ
▽当日、プレコンサートを行います
〔日時〕１月１３日�午後３時から
〔対象〕市内在住・在学の小学校５・６年生、中学生、高校生
〔申し込み〕１２月２２日�（消印有効）までに往復はがきに住
所・氏名・学校名・学年を記入のうえ、〒２０１－００１３元和泉１－
２－１狛江市文化振興事業団１月１３日プレ・コンサート係へ。

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�（
３
４
３
０
）４
１
０
６

ヨ

イ

ホ

ー

ル



�������������������������������

　

分
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
内

３０容
〕劇
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど〔
申

し
込
み
〕　

日
�
ま
で
（
電
話
不

１５

可
）

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ス
マ
ス　
〔
日

時
〕　

月　

日
�
午
前　

時　

分

１２

１６

１０

３０

〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親

１１

１５

子
〔
内
容
〕
歌
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
な
ど
〔
申
し
込
み
〕　

日
�
ま

１５

で
（
電
話
不
可
）

�
狛
江
子
ど
も
の
家 

�（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕　

月
７
日

１２

�
・　

日
�
午
前　

時
〜　

時（
雨

２１

１０

１１

天
中
止
）

�
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
折
り
紙
教
室
と
園
庭
開
放　

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
午
前　

時

１２

１０

〜　

時
１１

■
餅
つ
き
と
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕

　

月　

日
�
午
前　

時
〜　

時

１２

１５

１０

１１

 

〔
日
程
〕
上
表
〔
時

間
〕
午
前
９
時　

分
４０

〜　

時（
雨
天
中
止
）

１１
〔
対
象
〕
市
内
在
住

の
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者
〔
持
ち
物
〕

着
替
え
・
タ
オ
ル
等

※
親
子
と
も
汚
れ
て

よ
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕各
園

�
市
立
保
育
園
園
庭
開
放
「
お
ひ

さ
ま
」

�

�

�

�

�����������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
設
置
目
的

　

市
内
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
と

適
正
な
処
理
方
法
の
検
討
を
行
う

た
め
、「
狛
江
市
廃
棄
物
の
再
利
用

の
促
進
及
び
処
理
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
を
出
さ

な
い
、
ご
み
と
し
て
出
す
も

の
を
な
る
べ
く
減
ら
す
、
な

る
べ
く
再
利
用
す
る
、
ど
う
し
て

も
ご
み
と
し
て
処
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
は
、
適
正
に
処
分

す
る
、
の
４
点
を
基
本
に
、
も
っ

と
も
適
切
な
処
理
方
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

○
委
員
数

　

市
民
・
事
業
者
・
学
識
経
験
者
・

市
職
員
等
の
中
か
ら
、　

人
以
内

１８

で
構
成
し
て
い
ま
す
（
今
期
は　
１１

人
で
構
成
し
て
い
ま
す
）。

○
会
議
開
催
頻
度

　

隔
月
開
催
（
平
成　

年
度
は
６

１８

回
開
催
予
定
）

○
活
動
内
容

　

市
長
の
諮
問
を
受
け
て
ご
み
の

減
量
お
よ
び
再
利
用
の
促
進
等
に

関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
、
答
申
し
ま
す
。
今
期
は
２
点

受
け
て
い
ま
す
。
１
点
目
は
、
平

成　

年
か
ら　

年
ま
で
の
一
般
廃

１９

２２

棄
物
処
理
実
施
計
画
の
策
定
で
す
。

こ
れ
は
、
平
成
６
年
に
策
定
し
、

　

年
９
月
に
改
定
し
た
「
狛
江
市

１３一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
策
定
し
ま
す
。
今
回
は
、

平
成　

年
ま
で
の
4
カ
年
に
実
施

２２

す
べ
き
施
策
を
示
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
検
討
し
ま
す
。
２
点
目
は

ご
み
有
料
化
実
施
後
の
検
証
に
つ

い
て
で
す
。
平
成　

年　

月

１７

１０

か
ら
実
施
し
た
可
燃
・
不
燃

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、

効
果
と
そ
の
持
続
の
た
め
の
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

有
料
化
開
始
の
一
年
間
で
、
ご

み
を　

％
減
量
す
る
こ
と
が
で
き

１９

ま
し
た
。
こ
の
状
態
を
維
持
し
、

一
層
の
ご
み
減
量
の
た
め
今
後
も

話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




が
少
な
く
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
「
共
生
・
多
摩
川
」
は
、
教

室
で
の
授
業
に
代
え
る
こ
と
の
出

来
な
い
大
切
な
こ
と
が
身
に
つ
く

取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
自
覚
も
回
を
重
ね
る
ご

と
に
増
し
、
上
級
生
が
下
級
生
の

面
倒
を
見
る
と
言
っ
た
こ
と
が
定

着
し
て
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

　

特
に
今
年
の
「
共
生
・
多
摩
川
」

で
は
、
３
年
生
が
歩
く
の
に
疲
れ

気
味
な
１
年
生
を
励
ま
し
た
り
、

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
中
学
校
に
お
い
て「
共
生
・

多
摩
川
」
は
、
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
架
け
橋

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　

本
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
一
つ
と
し
て
「
共
生
・
多

摩
川
」
と
名
づ
け
、
多
摩
川
を
上

流
の
昭
島
か
ら
狛
江
の
五
本
松
ま

で
の　

数
キ
ロ
を
歩
き
通
す
取
り

２０

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
異
学
年
で
班
を
つ
く

り
助
け
合
い
協
力
し
て
歩
く
こ
と

を
通
し
て
自
分
に
挑
戦
す
る
こ
と

と
、
狛
江
を
流
れ
る
多
摩
川
の
様

子
を
実
際
に
歩
い
て
知
る
こ
と
を

目
的
に
、
保
護
者
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
今
年
で
３
年
目
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
に
と

っ
て
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
大
変
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
で
不
平
不
満
や
自
己
中

心
的
な
態
度
を
出
さ
ず
、
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
の
難
し
さ
を
体
験

し
、
心
身
共
に
鍛
え
る
と
言
う
点

で
、
自
分
へ
の
挑
戦
に
つ
な
げ
て

成
長
し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
の
教
育
活
動
に
お
い
て
心

身
共
に
鍛
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談
日の１週間前から
産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

事前予約制。産業
生活課で受け付け

カウンセラー６日�・２０日�　午前９時～正午カウンセリング
・ 心 の 相 談

建 築 士１３日�　午後１時～４時住 宅 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

５日�・１９日�　午後１時～４時
相 続 相 談

夜間相談　１２日�　午後６時～８時
カウンセラー１３日�・２７日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

弁 護 士１９日�　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

午後１時から産業
生活課で受け付け
（２人以上の場合
は順番を抽選）定
員６人
※夜間相談は事前
予約制

宅地建物取引業協会７日�　午後１時～４時不動産取引相談

司 法 書 士 会
調 布 支 部

１１日�　午後１時～４時
登 記 相 談

夜間相談　２５日�　午後６時～８時
人権擁護委員２１日�　午後１時～４時人権身の上相談

行政相談委員１５日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２８日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測量表示登記相談

元金融・生命保険
事 務 経 験 者４日�　午後１時～４時ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。産業
生活課で受け付け

東京税理士会
武蔵府中支部１４日�　午後１時～４時

税 務 相 談 事前予約制。
会場は同支部
�０４２（４８８）５５５０

東京税理士会
武蔵府中支部

毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

産業生活課（午後３
時まで受け付け）消費生活相談員月～金曜日　午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２７日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民
相談室難病者相談員４日�　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴覚障がい者相談

母子自立支援員月～金曜日　午前９時～午後４時母子・女性相談

介護保険相談員毎週火曜日　午後１時～４時介 護 保 険 相 談

狛江市教育研究所
�（３４３０）６６５５へ教 育 相 談 員月～金曜日　午前９時～午後４時教 育 相 談

直接保険年金課へ社会保険労務士毎週月・水・金曜日　午前９時～午後４時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター
�（３４８８）６７３５※電話予約制毎月第３月曜日　午後１時３０分高 年 齢 者 就 業

説 明 相 談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金曜日　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談
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身体測定も行います１１日�和泉保育園
�（３４８０）０５９８ ��１８日�

��６日�藤塚保育園
�（３４８９）２８３５ ��２０日�

身体測定も行います１１日�駒井保育園
�（３４８０）９３６１ ��２０日�

身体測定も行います１３日�駄倉保育園
�（３４８９）５４１５ ��２０日�

��４日�
宮前保育園
�（３４８０）４４４８ クリスマス飾り作り、

身体測定も行います
１９日�

��１２日�三島保育園
�（３４８８）３８９８ ��２１日�

■「おひさま」１２月日程
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※１月の不動産取引相談は、１月４日�から１月１１日�へ変更になります。


